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主の年 1998年 5月 29日 

私たちキリスト信仰の世界に生きる者に

とっては、元号下での生活はしていません

が、効用としては節目を持つことでの気持

ちのリセットができるようです。世間では何

か新しい風が吹いてくるような高揚した現

象が感じられます。 さて、表題の日時は、

本会議(ＪＰＣ)の設立した“とき”であり、新し

い時代の始まりを告げるものであったかと

存じます。即ち、使徒の働き 29 章のもとで、

ご聖霊の働きが一層に輝きわたることを熱

く期待し、国内の団体が共に一つになっ

て、神の国を拡大・展開していくために情

報共有し、研鑽し、かつ励まし合うことであ

ります。 

 

さて今回は「アジアに連なる」というテー

マで研修会を開催いたします。ここには二

つの動機があります。第一には、アジアの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一員としてアジアに仕えることです。ペン

テコステの群れに与えられている個性とし

て宣教というタラントが備えられています。

使徒の働き 1 章 8 節「しかし、聖霊があな

たがたの上に臨まれるとき、あなたがたは

力を受けます。そして、エルサレム、ユダ

ヤとサマリヤの全土、および地の果てにま

で、わたしの証人となります。」 従いまし

て、この地の果てとは対世界であるのです

が、私たちが立っているアジアに注視して

いく必要があるのではないでしょうか。世

界約 75 億中 53.8%・44 億のアジア人がい

ること、しかもその多くは他宗教を信奉して

いることなどを考慮したときに、私たちの果

てすべき責任があるのでしょう(48ヶ国)。時

代は図らずも次に述べますが、アジアから

日本に働きのために中長期滞在者が増加

の一途を辿り、しかもその中には熱心なキ

リスト者が多数おられるのです。 

■巻頭言 

1％の壁を壊す可能性が 

萌芽し始めている時でもあります。 
ここに神からの恵みの“とき”であることを感謝しつつ、 

これらの風(変化)にしっかりと向き合いながら、 

知恵と啓示の霊に満たされることに渇きながら、 

この時代を共に主の栄光の顕現を願いつつ、 

設立 20年を過ぎ、成熟した者(ＪＰＣ)として 

進んでまいりましょう。 
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第二は、国内にあって世界宣教が果て

せることです。日本にアジアの方々が働き

に来られている方が増加している現況から、

国内の教会も国際的視点、換言すれば多

文化などを理解し、かつ積極的に宣教の

力へと変換していくことが求められていると

いう点です(2017 年度厚労省統計から―

雇用者数 128万人、国別では 1位が中国

が 29.1%・37 万人.2 位がヴェトナム 18.8%・

24万人、3位がフィリピン 11.5%・15万人)。  

実際に本教団の地方教会の一つは、アジ

ア(マレーシア)からの職業訓練生が 2年の

契約で当該地に滞在し、礼拝に熱心に集

いながら言語は十分ではなくても積極的

に奉仕、特に奏楽などに参加しており、そ

の状況で信徒たちも元気になってきている

との報告を聞いています。一方では、外国

人の礼拝参加に扱いの戸惑いを感じてい

る教会もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、内憂外患という言葉を日本の

教会に当てはめるとすれば、内憂問題とし

て教会の継承他を挙げることができます。

外患は内憂にも関わることですが―地の

果て―に派遣する人材が減少し、もしくは

派遣する力が十分ではないということが挙

げられます。しかしながら、神の必然の中

に立っているとすれば、地方の教会にも外

国人礼拝者が点在し始めていて、それに

よる刺激を受けることで長きにわたってキリ

スト者の心に築かれてしまった 1%の壁を壊

す可能性が萌芽し始めている時でもありま

す。ここに神からの恵みの“とき”であること

を感謝しつつ、これらの風(変化)にしっか

りと向き合いながら、知恵と啓示の霊に満

たされることに渇きながら、この時代を共に

主の栄光の顕現を願いつつ、設立 20年を

過ぎ、成熟した者(ＪＰＣ)として進んでまいり

ましょう。 

土屋 潔 

日本ペンテコステ協議会 議長/日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団 理事長  

新潟グレイスチャペル 

 



 

 3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「この国の将来は？」 

私たちの国日本は少子高齢化という大

きな一つの流れの中にあります。日本政

府は「2030年問題」と表現して近い将来に

起こり得る様々な事を問題意識して対策を

練っています。2030 年問題とは、2030 年

を迎える頃に表面化するいろいろな問題

のことを指し、原因の根本にあるのは、人

口構造の変化です。高齢化の流れは更に

進み、2030年における日本の総人口予測

は約 1 億 1,912 万人と減少するうえに、そ

の内の 31.1％にあたる約 3,715万人が 65

歳以上の高齢者となります。つまり、3人に

一人が 65 歳の高齢者となります。（マイナ

ビリサーチより引用）私達キリスト教会も、こ

のままだと（今までの伝道方法では）クリス

チャンの人口も減っていくと言われていま

す。この実状と流れの中で私達はどう向き

合い、また宣教の視点でどう分析してそれ

ぞれの地域教会のコンテキストの中で大

宣教命令を前進させていくことができるで

しょうか？ ピンチなのでしょうか？私はチ

ャンスだと個人的に感じております！ 

 

■「外国人労働者宣教師という考え方」 

日本政府は 2030 年問題の一つの影響

は労働者人口の低下による労働力不足に

よる経済的ダメージをあげています。その

対策として外国人労働者の受け入れ扉を

大幅に広げています。厚生労働省の調べ

によると外国人労働者数は平成 30 年 10

月の時点で 1,460,463 人で、外国人労働

者を雇用する事業所数は 216,348 か所で、

国籍別では、中国が最も多く 389,117 人

（外国人労働者数全体の 26.6％）。次いで

ベトナム 316,840人、フィリピン 164,006人、

インドネシア、ネパールの順番だそうです。

（雇用の現場例：介護、ビルクリーニング、

産業機械製造、建設、造船、自動車整備、

航空、宿泊、農業、漁業、飲食料品製造、

レストランなど）ビザは最長で宣教師よりも

2 年長い 5 年です。アジア各国からこの外

国人労働者の枠を用いてクリスチャンがこ

の国に送られて来たらどうでしょうか？私

はとってもワクワクしてなりません。既存の

宣教団体を通した専門職としての宣教師

にさらに神様は外国人労働者宣教師をこ

の国の収穫を共に取るために送られるの

日本は宣教者をアジアに、

そして世界に今までよりも 

さらに送る国となると私は信

じております。 

阿見高洋 

イエスキリスト福音の群 

プレイズ・コミュニティー・チャーチ 
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ではないか、と考えています。そのような

方々が実際いらっしゃった場合、地域教

会として彼らの様々なケア、霊的養い、共

に宣教する関係の構築などが具体的に必

要ではないかと思います。 

 

■「異文化宣教者の育成」 

私たちイエス・キリスト福音の群の神学

校・拡大宣教学院では３年間の神学の学

びと霊的な訓練の中に新たに４年前から

取り組み始めたプログラムがあります。GLI 

(Global Leader Intern)という短期サマーコ

ースで、8 週間の期間、海外からの学生

（アメリカ、カナダ、中国、香港）と神学生を

はじめ地元の東北の若い霊的リーダーの

方々にこの訓練を提供しています。目的

は主の弟子として共に成長を目指し、グロ

ーバルな視点で異文化宣教に取り組むこ

とができる次世代リーダーを養成すること

です。全てのクラスと訓練が日本語と英語

で行われます。VISION として ①神との関

係の深化②コミュニティーでの弟子化③

福音宣教を掲げて取り組んでいます。近

い将来的にこのコースが一つの宣教師訓

練センターとなり、外国人労働者宣教師を

様々な方法で整え、地域教会と連携して

共にこの国の霊的収穫のため、福音の届

いていない未伝地にこの福音を届けるた

めにお仕えすることを目指しています。ま

た、実際５年間そのような体験がされた外

国人労働宣教師が帰国し母国で宣教の

ためにさらに用いられたら素晴らしと思い

ます。また、日本からも異文化宣教者を整

えアジア各国に遣わせ、日本は宣教者を

アジアにそして世界に今までよりもさらに

送る国となると私は信じております。御国

のため、この福音をあらゆる方法で届ける

ために共に聖霊のよって前進してまいりま

しょう！イエスは彼らにこう言われた。「全

世界に出て行き、すべての造られた者に、

福音を宣べ伝えなさい。マルコ１６：１５ 

《阿見高洋》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの教団、神の家族キリスト教会は、

カナダからの宣教師によって始まりました。

私が現在遣わされている教会も、50 年前

にカナダから宣教の思いをもった女性がこ

の町で宣教を始めました。名古屋の国際

学校で先生をしながら伝道していたその

女性は、英語を教えて欲しいとの誘いを受

アジアの人々に喜んで仕え

神様の愛を喜んで届ける義

務が日本にはある。 

井野口靖久 

神の家族キリスト教会 

アガペチャーチ瑞浪 

テーマ「アジアに連なる」 
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けて名古屋から電車で 1 時間半ほど離れ

た山あいの町、岐阜県瑞浪市にやってき

ました。そして通っている電車の中で、神

様からこの町に福音をとどけなさいという

思いが与えられたそうです。彼女はこの町

で宣教を始め、数年後に働いた給料で土

地を買い、建物を建て、この町に教会を建

てくださいました。私たちの教会は、修理

しながらですが、現在もその会堂を使って

礼拝をしています。この女性の福音をとど

ける思いがなければ、今わたしたちの教会

が行なっているこの地での働きはもしかし

たらなかったかもしれません。 

神の家族キリスト教会では、20 年前から

フィリピンの人々を助けたいとの思いを受

けて、NGO ハート・フォー・ザ・ワールド・ジ

ャパンを創設しました。教団の教会と地域

の教会の支援を受けて、フィリピンミンダナ

オ島に食料支援と学資支援を行なってい

ます。アメリカの教会とフィリピンの地域の

教会と協力し、スラムとなっている中にセン

ターを作り、子どもたちに支援を届けます。

またその中から、現在 20 名ほど、学校の

費用をサポートし、続けて大学や専門の

学びへ進学できるように支援をしています。

もちろん支援だけではなく、子どもたちと

両親に聖書の話や賛美を通して神様の言

葉を伝えます。失敗もありますが、これらの

働きを通して徐々にスラムに住んでいた家

族がキリストによって変えられ、イスラムだ

った家族がキリスト教会に行き、幼かった

スラムに住んでいる子どもが教会のリーダ

ーに変えられるのを見るときに、神様の素

晴らしさを現地のスタッフと共に喜びます。 

また日本からは年に 1 度か 2 度、短期

のミッションツアーに行きます。地域の教

会からも大学生や社会人を送ってくださり、

スラムの子どもたちと触れ合い、人々に仕

えます。多くの参加者が現地の子どもたち

や現地スタッフと触れ合うことによって人生

の考え方が変わったと証しています。 

現地に行くとこのパウロの聖書の言葉が

いつも思い起こされます。それは、マケド

ニアとアカイアの人々が、エルサレムの聖

徒たちの中の貧しい人たちのために、喜

んで援助をすることにしたからです。彼ら

は喜んでそうすることにしたのですが、聖

徒たちに対してそうする義務もあります。

異邦人は彼らの霊的なものにあずかった

のですから、物質的なもので彼らに奉仕

すべきです。《ローマ人への手紙 15章26

～27節》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちは、物質的なものを支援するた

めに、フィリピンに行きます。しかし同時に

現地に着き、子どもたちと遊んだり、ご飯を

配ったりしていると、それを求めていってい

るわけではありませんが、霊的な満たしを
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受けます。一緒にミッションツアーに行った

多くの参加者が人々に仕えにフィリピンに

行きますが、行く前よりも帰りのほうが元気

になって帰って行きます。奉仕に行ったの

に満たされて帰ってくる。神様の御業の素

晴らしさをいつも体験しへりくだらずには

おれません。 

 

「彼らは喜んでそうすることにしたのです

が、聖徒たちに対してそうする義務もありま

す。」今の時代、アジアの人々に喜んで仕

え、神様を愛を喜んでとどける義務がこの

日本にはあるのではないでしょうか。日本

に福音が届けられました。そして今度は私

たちができるのものをもって、福音のバトン

をアジアに、そして世界に届ける義務をつ

なげていきたいと感じます。 

《井野口靖久》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アジアに連なる～小さな働き～」 

彼女が落ち穂を拾い集めようとして立ち

上がると、ボアズは若者たちに命じて言っ

た。「あの女には束の間でも穂を拾い集め

させなさい。あの女に恥ずかしい思いをさ

せてはならない。」《ルツ 2：15》 

ボアズとルツの関係は、キリストと教会

（異邦人教会）の関係をたとえているとおも

います。ルツは異邦人であるにもかかわら

ず、ボアズと結婚できました。律法に反す

ることですが、ナオミの相続地が守られる

ためにできたことでした。ルツはナオミの神

を信じてベツレヘムまでついてきました。ま

さに、信仰によってイスラエルに受け入れ

られるという「信仰による義」が記されてい

ます。モアブの地から帰ってきたナオミと

ルツの生活は貧しいものでした。落ち穂を

拾わなければならない状態でした。にもか

かわらず、ルツは一生懸命落ち穂を拾い

集めようと出かけて行ったのです。ボアズ

は、ナオミのためだけにルツをめとったと

は思えません。ナオミに仕えるルツの誠実

な美しい心にひかれたので結婚の決断を

したと思います。ルツのような教会が、主イ

エス・キリストに愛される教会と示され、教

会ビジョンの一つとしました。それが「落ち

穂拾いの教会」です。「落ち穂」とは、貧し

辻秀彦 

サンビ教団 代表 

ジーザスフェローシップ広島 

アジアからの留学生や出稼

ぎの方々がいます。その中

で様々な支援から漏れた人

たちに手を差し伸べるように

心掛けています。 

テーマ「アジアに連なる」 
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く虐げられている弱者、この世から捨てら

れ無視された人々であり、その人々を教会

でフォローすることを務めとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島にアジアからの留学生や出稼ぎの

かたがたがいます。その中で様々な支援

から漏れた人たちに手を差し伸べるように

心掛けています。フィリピンからの家族が

礼拝に参加されていますが、彼らを通して

フィリピンの教会への支援をしたりしていま

す。私たちはルツのように微力な教会です。

しかし、大きな働きはできていませんが、

一人でも助けが必要な人々とかかわりを持

てるように目指しています。アジアからの来

訪者が増えている今、少しでも多くのアジ

アの方々と連なる機会が与えられるように

主に祈り続けています。そのようにして、広

島にいるアジアの人々と連なっていきたい

と願っています。 

《辻秀彦》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2013 年 11 月 8 日、フィリピンを風速 90

メートル超の大型台風が襲いました。レイ

テ島とサマール島は壊滅的な被害を受け、

死者・行方不明者１万人以上、約 80％の

家屋、学校、教会が倒壊しました。このニ

ュースを聞いて、教会に集う 10 名ほどの

学生たちと共に自分たちに何かできること

はないのかを考える機会を持ちました。

「何かしてあげたいけれども思いつかない」

「自分たちのような学生にできることは祈る

ことだけしかない」と言った消極的な意見

が大半でしたが、一人の中学生が見た『僕

たちは世界を変えることができない。』とい

バルナバプロジェクトは少人

数の小さな働きですが、神

様が共にいてくだされば不

可能がないことを悟らせて

いただきました。 

安達隆夫 

シオン宣教団 代表 

大阪シオン教会 
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う映画（普通の大学生が仲間と共に募金

を集めてカンボジアに小学校を建てる奮

闘記）からヒントをもらって自分たちも「フィ

リピンの壊れた学校を再建したい」という思

いが与えられ、「バルナバプロジェクト」（初

代教会のために全財産を捧げたバルナバ

に倣って学生が命名）を立ち上げました。 

とはいえ彼らは学生でお金がありません

し、英語も話せません。また、フィリピンへ

のツテもありませんから、果たしてそんなこ

とが可能なのか、全てが手探りのままのス

タートでした。まずは日本国際飢餓対策機

構（現ハンガーゼロ）に連絡し、趣旨を伝

えて一度学生たちと共に現地に行きたい

と伝えたところ、快諾してくださり、2014 年

3 月春休みに 5 名の学生たちと共にフィリ

ピン レイテ島の被災地に視察に行きまし

た。被災から 4 か月余り経過していました

が、被災地はほぼ手付かずの状態で、す

でに海外からの NGO は撤退していました。

多くの人が風で飛ばされた板切れを拾っ

てきて建てたボロボロの家に住んでいて、

全ての希望を失っているような状況でした。

この姿を見たメンバーは自分たちはなんて

恵まれているのだろうと感じ、なのにいつも

文句ばかり言っていたことを悔い改め、一

日も早く子どもたちの将来のために学校を

建て直し、安心して勉強できる環境を作っ

てあげたいという思いが強くなりました。帰

国後すぐに活動を始めました。学生です

から、お金はありませんし、勉強もしなくて

はならないので時間も十分ではありません。

それでも何とかしたいという思いで、資金

集めのために3つのことを行いました。①．

『証しをすること』 自分たちの教会内だけ

でなく、他の教会、通っている学校、特別

な講演会、大学の講義など様々なところに

招かれ、証しをする機会が与えられて、積

極的に見てきたこと、体験したことを証しし

ました。 ②．『CD の作成』自分たちがフィ

リピンで感じた感動や今、恵まれているこ

との喜びをオリジナルの曲にし、CDにして

コンサートを開いたり、聖会や大会などで

賛美の機会をいただいて販売しました。 

③．『バザーの開催』近隣の方々にもこの

事実を知って、協力してもらうためにバザ

ーを行 いました。たくさんの方々が来会

してくださり、趣旨を理解して購入してくだ

さいました。 

こうして集めたお金をハンガーゼロを経

由してフィリピン飢餓対策機構（FHフィリピ

ン）に送金し、2015 年にレイテ島のマブハ

イ小学校に最初の校舎が完成しました。さ

らに、2017 年に同じくマブハイ小学校に 2

つ目の校舎が完成。2019 年にはルソン島

のバービン小学校に図書館が完成しまし

た。 
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バルナバプロジェクトは少人数の小さな

働きですが、神様が共にいてくだされば不

可能がないことを悟らせていただきました。

そして、今は「Take the first step to change 

the world」（世界を変えるために最初の一

歩を踏み出そう）をスローガンに活動して

います。 

神様からいただいた溢れるばかりの恵

みの中から、自分たちが与えられるわずか

な愛をフィリピンに届けながら活動を続け

ています。 

《安達隆夫》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『PAMによる宣教の前進』 

現在世界の総人口は 76 億人と言われ

ています。そのうち 60％以上がアジア圏に

住んでいます。東の果て、日の出る国日

本に届いた福音を、まだ福音が行き届い

ていない地域に届けるのは、終わりの時代、

日本の教会に与えられた使命です。 

 

1994 年 2 月、単立ペンテコステ教会フ

ェローシップ（TPKF）を開拓した北欧ペン

テコステ教会の宣教師派遣のリーダーた

ちが、アジア諸国（宣教地）の教会の牧師

たちと宣教師たちとを招いて、香港で集会

を行いました。派遣者と実際に宣教をして

いる者と宣教師を受け入れている者の３者

が出会ったのは初めてでした。この計画の

中には、アジアの宣教団体であるアジア・

アウトリーチの当時の総裁ディヴィッド・ワ

ング師も関わっていました。 

当時は在原宣教師がアルゼンチンに遣

わされてまだ間も無く、私がその年の 8 月

から香港に派遣されることになっていまし

たので、TPKF 教会が宣教師を派遣すると

いう時代の幕開けであったとも言えるでし

ょう。 

この集まりは、日本人の牧師たちにとっ

ては、大きなショック（少なくとも私にとって

は）でした。それまで私たちは、北欧・北米

の宣教師たちに教えられて伝道・牧会の

働きをしてきました。宣教師の教えは正し

く、絶対だ、と考えていました。講師のワン

グ師は、「あなたがたは『空を見ろ！』『鳥

だ！』『飛行機だ！』『いや、スーパーマン

だ！』という風に宣教師を見ていませんで

吉田 隆 

単立ペンテコステ教会フェローシップ 

アジア・アウトリーチ・ジャパン主事 

アジアの教会のリーダーた

ちが宣教に対して受け身で

ある立場から、積極的な方

向に乗り出さなければなら

ない。 
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したか？宣教師たちもみな普通の人間で

す」と話しました。 

 

もう一つ注目すべき経験は、同じ北欧

の宣教師によって開拓されたアジアの異

なる国々の牧師たちとの交流が始まったと

いうことです。各々が伝道・牧会に行き詰

まりを感じる中で、国が違い、言葉が違っ

ても自分たちの共通点を発見したのです。

そこにはプラス面とマイナス面があることも

分かりました。 

セミナーが行われた時、参加者は中国

本土へ電車に乗って聖書を届けました。

当時は規制が厳しく、聖書を密輸するため

に香港から中国へ国境を渡る時は緊張し、

身震いしたのを覚えています。そして廣州

の家の教会を訪問。多くの日本の牧師た

ちにとって、初めての世界宣教体験でした。 

 

アジアの教会のリーダーたちが宣教に

対して受け身である立場から、積極的な方

向に乗り出さなければならない。これから

は、アジアの宣教を、アジア人が負ってい

かなければならない。こうした考えから、

様々なペンテコステ教団に声をかけ、回を

重ねて、PAM(ペンテコステ・アジア宣教会

議)という名前を掲げるようになりました。

TPKF だけでなく、すべてのペンテコステ

教会の力を合わせて宣教するためです。 

この働きを開始してくださったフィンラン

ドのアルト・ハマライネン師（現在世界ペン

テコステ宣教議長）は、アジア人が責任を

負うべきであるとの考えから、インドネシア

の A.H.マンディ師（フォースクエア）に議

長を委ね、その後はバングラデシュのア

サ・カイン師（アッセンブリーズ・オブ・ゴッ

ド）が議長を務めてくださっています。かく

して、JPCのご支援のもとにPAMが回を重

ね、日本でも大会が 2 回開催されたことは

嬉しい限りです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宣教を展開する時に、教団ごとに宣教

を行うのではなく、現地に既にある教会と

力を合わせながら、教会開拓、孤児院や

学校の建設などを協力して行えば、財政

の無駄、人材の無駄など多くの無駄を省く

ことができるからです。 

日本のペンテコステ教会が JPC の下に

力を合わせることを決断し、前進している

ように、PAMはアジアにおける宣教におい

て、ペンテコステ教会の力を合わせて学び

合い、前進しようとしています。 

《吉田隆》 
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1960年 3月、当時アメリカに統治されて

いた沖縄に向けて派遣された伝道者が日

本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団最初

の派遣宣教師となり、以後約 60 年間途切

れることなくアジア各地を中心に宣教師を

派遣してきました。私が海外伝道部員とな

って最初の仕事はカンボジアでの情報収

集でした。様々な宣教師と会い、現状を調

査していました。少しの空き時間アンコー

ルワットを訪れ、現地の方々の生活に触れ

る機会がありました。そこで出会った小さな

少女が「Give me $1」と言いながら手を伸

ばしてきた姿を忘れることができません。

$1 を得るためならどんなことでもするかの

ような目をしていました。ある子供たちは手

作りの民芸品を$1で売っていました。$1が

こんなにも重たく感じたのは初めてでした。

私たちは二人で1泊$5の宿（名前はHotel）

に泊まりましたが、欧米の宣教師たちは$8

の朝食を優雅にテラスで食べ、午後には

$5 のドリンクでカフェの時間をもっていまし

た。宣教地に暮らすとはどういうことなのか、

考えさせられる視察となり、なぜ私はアジ

アの国に生まれ、アジアの国に生きている

のか、そこに大きな意味があるのだろうか、

そんなことを考え始めました。 

 

フィリピンへは今まで多くの宣教師を派

遣してきました。教団としては、深いつなが

りのある国ということができます。毎年体験

ツアーを計画し、全国から参加者を募って

います。プログラムは現地の方々の生活を

体験することに多くの時間が割かれます。

たくさん歩き、現地の子供たちとたくさん遊

び、食べることと寝る場所は現地の方々の

お世話になります。出されたものを「これは

何？」と聞いてはいけないルールで、食べ

た後なら聞いてもいいことになっています。

子どもたちとはいろいろ工夫しながら、言

葉の壁を越えて一緒に遊びます。追いか

けまわしたりしているだけですが、心が通

じてきます。そのような時間をゆっくり持つ

と、その晩教会で行われる集会には多くの

方が集まってくださり、私たちの証に耳を

傾けて下さいます。現地の伝道者たちは

仕事をもちながら、互いに助け合い働きを

進めています。華やかな伝道活動ではな

アジアに連なるとは、現地の

伝道者、クリスチャンから学

び、受け取る姿勢が必要な

のだと感じています。 

Japan Pentecostal Council News Vol.16 2019.6 

藤村良彦 

日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団 

海外伝道部 部長 

藤沢オリーブチャペル 
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く、地道に、少しずつ、そして協力し合い

ながら主のために生きている現地伝道者

たちの姿を見る度に、「共に福音に生きる」

とはどういうことなのか、考えさせられます。

日本でもこんな風に伝道者たちが協力し

合いながら働きができたらいいのにと、私

の中では目指すべきモデルとなっていま

す。アジアの一員として、他国への働きを

進めていくと同時に、「アジアにつらなる」

とは、現地の伝道者、クリスチャンから学び、

受け取る姿勢が必要なのだと感じていま

す。 

 

『何のために生まれてきたのだろう』そん

な疑問を心に秘めながら生きている若者

たちがたくさんいます。アジアの他国に身

を置くと、自分は豊かさの中に生きながら

も苦しんでいて、貧しさの中にいる人々が

笑顔に包まれていることに気がつきます。

私たちアッセンブリー教団は台湾、モンゴ

ルなどにも宣教師を派遣し、アジアの国々

にお仕えしてきました。同じアジアにある

日本だからこそできる働きがたくさんありま

す。この国に生かされているということの大

きな意味が、アジアの国の方々にお仕え

するときに明確になっていきます。宣教師

派遣は決して華やかな働きではありません

が、着実に、そして確実に福音が根差して

いる様子を、今現地で見ることができます。

そのような 60 年を教団全体が一致して歩

んでこれたことに感謝しつつ、これからさら

に多くのことを主は日本のクリスチャンに

期待して下っているのだと確信しています。 

《藤村良彦》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「同じ主が働いておられる」 

 主の御名を賛美します。私が携わせてい

ただいておりますユース海外アウトリーチ

の証を寄稿させていただきます。 

 

1．「海外アウトリーチを企画するまで」 

私は 2014 年に神学校の海外アウトリー

チプログラムでミャンマーへ行きました。現

地に行くまでは楽しい観光気分が無かっ

たと言えば嘘になります。私はこの国の貧

困を目の当たりにしたことによりとてもショッ

クを受けました。テレビで何度も見ている

光景が目の前にありました。目に入る情報

だけでなく、匂い、音などがありました。そ

いつも礼拝している同じ主

がこの国(タイ)に生きて働い

ているのだと知ることができ

た… 

小川教将 

日本オープンバイブル教団 

海外宣教部 

神戸キリスト栄光教会 

テーマ「アジアに連なる」 
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して、この国に起こっている麻薬、人身売

買などの問題がありました。様々な問題が

この国にはあり、私が目には複雑すぎて何

からその紐をほどいたら良いのかがわかり

ませんでした。ですが、唯一希望を見たの

が、宣教師を通して福音が入っていること

でした。私は、このアウトリーチプログラム

で今までクリスチャンとして築き上げられた

ものが土台から変わったように思えます。

そして同時に私が所属する日本オープン

バイブル教団で若者の海外アウトリーチプ

ログラムを企画する思いが与えられました。 

 

2．「タイ国での働き」 

教団がサポートしてくださったことにより、

ユース海外アウトリーチはスタートするこ 

とができました。2017 年、2018 年と 2 年連

続で、私たちはタイの北部チェンマイ県と

チェンライ県を中心に一部ミャンマーにも

行きました。そこでは小学校での伝道イベ

ントもさせていただきましたが、主に現地

教会・クリスチャン運営の児童擁護施設で

した。私たちは社会問題となっている麻

薬・人身売買を聞きしました。タイでは麻

薬に関して捕まると 20 年近くの実刑にな

ってしまうそうです。そのことにより両親が

捕まって、孤児となるそうです。児童擁護

施設ではまさに親が子を売ろうとしていた

ところを施設の人が助けだしたという話も

聞きました。そのような子供達が、ご飯を食

べることができ、デボーションができること

を神様に感謝していますという証はユース

たちに多くの刺激を与えてくれました。 

 参加したユースたちはほぼ全員クリスチ

ャン家庭に育った 2 世、3 世です。日本に

ある教会しか知りませんでした。いつも礼

拝している同じ主がこの国に生きて働いて

いるのだと知ることができたと証してくれま

した。私がミャンマーで受け取ったことを彼

らが受け取ったことも私はうれしく思います。 

 

3．「主に従い、アジアと連なる」 

タイ国は虫も多い、食事も合わないこと

もあります。社会問題で心が落ち込むこと

もあるでしょう。ですが、主は生きて働いて

おられる。伝道イベントを中心とした働きを

してはいませんが、彼らの宣教に対しての

考えが変わりました。a．「祈りが変わる」現

地での交わりを通してアウトリーチに参加

した者達は祈りが変わりました。現地のこと

を覚えて祈るときが増えました。b．「教会

生活が変わる」宣教師が教会にデピュテ

ーションに来た時にできるだけ参加するよ

うになりました。経済をもって宣教師をサポ

ートすることもしている者もいます。海外か

ら短期宣教チームが来た時に受け入れる

ことに積極的になりました。 

今年は、カンボジアへ私たちは導かれ

ています。主は私たちにできる働きを用意

してくださっています。日本で働かれてい

る主が私たちを導き、さらなる恵みを用意

してくださっていることを期待しつつ参加し

ていきます。 

《小川教将》 
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「心の壁を越えて」 

最初に韓国の兄弟姉妹たちに会ったの

は 2013 年 12 月の初めであった。韓国の

教会が日本宣教のために日本の教会で

「キムチ・セミナー」を開催するためにチー

ムを送って下さったのである。空港まで韓

国チームを迎えに行くことになったが、彼

らに会う私の心には平安がなかった。とい

うのも、その頃の日韓関係は、前年に韓国

の李元大統領が竹島に上陸したことによ

って急速に悪化し、韓国政府や世論の日

本に対する姿勢は強硬なものとなってい

たからである。メディアを通して抱いていた

韓国人に対する私のイメージは、いつも怒

っている姿であった。 

「どのような人たちが来るのか。日本に

対して悪い気持ちを持っていないだろうか。

怒られはしないだろうか。」 空港で大きな

荷物と一緒にいる韓国人の一団を見た時、

私の緊張は頂点に達した。とりあえず、韓

国人宣教師を介して簡単に挨拶を交わし

た後、車に乗り込んだ。車中の彼らはとて

も楽しげで賑やかであった。通訳を通して、

私も彼らと会話を交わすことができた。そ

のような中で、「この人たちは悪い人たち

ではないな」と感じるようになった。 

 

韓国チームが日本に滞在していたのは

3泊 4日であった。その間、私も彼らと行動

を共にした。共に食事をし、共に祈り礼拝

し、共に奉仕をした。そのような中で、次第

に彼らに対する思いが変えられていった。

韓国人の情熱的な信仰については知って

いたが、彼らの中に幼子のような純粋さや

素直さを見ることができた。とても人情が厚

く、素朴な人たちであった。次第に、彼らと

打ち解け合うようになった。 

夕食の後、私の方から「過去に日本が

あなたたちにしたことを赦してほしい」と切

り出してみた。すると神妙な雰囲気となり、

みな涙を流し始めた。その時、思った。韓

国の人たちは、私たち日本人が思ってい

る以上に心に傷を負っているのだと。その

場には日本に対して怒りをぶちまける人は

誰もいなかった。みな私を受け入れてくれ

伊藤正澄 

日本チャーチオブゴッド教団 

宣教局長 

湘南セントラルチャーチ 

「アジアに連なる」。それが

言葉だけの、表面的なもの

とならないためには、互い

の心の中に越えなくてはな

らない心の壁があるのでは

ないだろうか。 

テーマ「アジアに連なる」 
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た。「ありがとう。日本を愛します」と言って

ハグしてくれた。そして、「日本を赦さない

韓国を赦してほしい」と。この時から、単に

親しくなっただけではなく、互いの信頼と

尊敬が強められたような気がする。 

 

その年から毎年、韓国チームがやって

来た。キムチ作りを教えることを通して、日

本の教会に日本人を誘い、福音を伝える

ために。今では、韓国の 2 教会から 40 人

の兄弟姉妹たちが来て(それでも人数制

限をしている)、日本の 5～6教会で奉仕す

るようになった。キムチ・セミナーはとても

好評で、回を重ねる毎にリピーターが友人

や家族を誘うようになり盛況なものとなって

いる。また、そこには政治の世界では見ら

れない、日本人と韓国人が和気あいあい

と交流を楽しんでいる姿がある。福音を語

ることも良いが、日本人と韓国人が主にあ

って和合している姿が何よりもの伝道では

ないかと思う。「ここに神がいる。ここに天

国がある」と。 

 

「アジアに連なる」。それが言葉だけの、

表面的なものとならないためには、互いの

心の中に越えなくてはならない心の壁が

あるのではないだろうか。そして心の壁を

超えるためには、共に食事をし、共に祈り

礼拝し、共に奉仕をする中で、互いに知り

合うことが必要なのかもしれない。 

《伊藤正澄》 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「今、ここにある世界宣教」 

現在、日本国内にどれほどの外国人が

在留しているかご存知でしょうか。法務省

の統計では 2018 年末時点で日本全国に

は 273 万 1093 人の外国人が在留してお

り、これは 4 年連続で過去最多を更新した

と報告されました。国籍・地域別では中国

が 76万 4720人と最も多く、鳥取県の人口

55 万 9701 人（2019 年 1 月）を超えるもの

となっています。 

また、昨年末出入国管理法が改正し、

今年 4 月からは特定技能制度が施行され、

厚生省は 5 年間で約 35 万の労働者を外

竹内宜雄 

日本ネクスト・タウンズ・ミッション 

ラブ・アジア・ミッション 
特殊な地域での宣教のため顔写真掲載はありません 

 

竹内の顔が認識できるものはご遠慮させていただきまし

た。 日本の教会は宣教師を送ら

ずとも、今あるところで、世

界のあらゆる外国人と交流

を持ち、宣教をすることがで

きるのです。 
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国から招聘し、建築、農業、漁業などに従

事させ、日本の産業における人手不足を

補うことを計画しています。 

これから、東アジアからだけではなく、イ

スラム教圏、インド周辺のヒンズー教圏か

らも、ますます多くの外国人が日本にやっ

てくることを予測できます。聖書の中に繰り

返し言われている「旅人をもてなしなさい」

（ローマ 12：13、Ⅰテモテ 5：10、テトス 1：8、

ヘブル 13：2）というみことばに対して日本

の教会がいかにあるべきか、主に問われる

ことになると思います。 

私は、このような状況の背後には、神様

の御旨、御心があると信じます。日本の教

会は宣教師を送らずとも、今あるところで、

世界のあらゆる外国人と交流を持ち、宣教

をすることができるのです。それは現在宣

教が非常に困難な国や地域に宣教する

一つの突破口になるのではないでしょうか。 

 

■「弟子育成こそ世界宣教の基礎」 

福音書を見ると、イエス様の 3 年半とい

われる公生涯の大部分の時間は弟子たち

と生活されていることが分かります。またイ

エス様はよみがえられた後、弟子たちに

「それゆえ、あなたがたは行って、あらゆる

国の人々を弟子としなさい・・・」（マタイ28：

19）と言っておられ、弟子育成の重要性を

説いておられます。 

在留外国人に福音を伝え、救いに導き、

教会の忠実な信徒にすることは大切なこと

です。しかし、それだけでは十分ではあり

ません。主の弟子となるために育成する必

要があります。何年間かの日本在留期間

が終わり、母国に戻る時がやってくるでしょ

う。その時までに、彼らを主と弟子として育

て、母国へ宣教師として遣わすのです。彼

らは帰国後インサイダーとして自分の故郷

で福音を伝え、集会を始めることができる

のです。しかし、ここで一つ注意しなけれ

ばならないことがあります。それはイスラム

教圏、ヒンズー教圏などに帰国する場合、

欧米式（日本式？）の教会形成では非常

に危険が伴うということです。上述したよう

な国や地域では公にトラクト・ビラなどを配

布することはできません。外国人伝道者を

招き、ホールや球戯場を借りての伝道集

会をすることはできません。会堂を建て、

バンドやワーシップチームによる集会は非

常に困難です。そうであるならば、彼らが

日本にいる時から、そのような環境でも伝

道できるような弟子育成が必要になってく

るのです。 

 

■「日本の教会の使命」 

「全世界に出て行き、すべての造られた

者に、福音を宣べ伝えなさい」（マルコ 16：

15）のみことばは他国の教会と同様に、日

本の教会にも語られています。しかし、そ

れと同時に日本の教会に対して、主は特

別な計画と使命を与えてくださっていると

信じます。それはアジア諸国からやってく

る多くの外国人に福音を語り、つながりを

持ち、弟子育成し、派遣し、協働すること

です。このような世界宣教の使命を日本の

教会が果たすことができるならば、主の大

きな喜びでしょう。 

《竹内宜雄》 
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私達の教会員の一人であるミラさんが

提案した事によって、ホープチャペル沖縄

は、10 年ほど前にフィリピンでの宣教活動

を開始いたしました。 

ミラ・ガウディアさんとはトニー・アグラン

という牧師の紹介を通して知り合いました

が、このトニー牧師が私達をフィリピンにも

つなげてくださり、彼の助けによって私達

はフィリピン各地に四か所の教会を開拓す

る恵みが与えられました。 

トニー牧師に箱を送る事を通して、私達

はフィリピンの兄弟姉妹を支援し始めまし

た。この箱は一つ当たり定額 15,000 円で

沖縄からフィリピンに送る事が出来るもの

で、これまでに古着や靴などの援助品を

入れて 400 箱程を送りました。私達にとっ

ての接点であり代理人であるトニー牧師は、

これらの箱を用いて恵まれない子ども達や

貧困家庭などに祝福を届けました。それら

の品々を提供する事によって、イエス様を

知らない多くの人々に福音を延べ伝える

機会が私達に与えられています。 

 

私達がフィリピンで開拓した四か所の教

会と牧師達を紹介します。①「ホープチャ

ペル・ラスピニャス」ファウスティノ M. アグ

ラン牧師 ②「ホープチャペル・ビナロアン」

レテシア・カントゥバ牧師 ③「ホープチャ

ペル・アジョン」フェルナンド・モネス牧師 

④「ホープチャペル・オスロブ」レイナルド・

ロダ牧師。 フィリピンの四つのホープチャ

ペル教会の礼拝所と教会活動の拠点を作

る為に、私達は米国からテントを購入して

送りました。これらのテントを購入して郵送

する為には一張りにつきおおよそ 11 万円

かかりましたが、そのうちの三張りは現在

でも使用されています。上記に加えて私

達は、キリストにある兄弟で友人でもあるア

ート・ジョーナルズ主教にもテントを届けま

したが、彼はそれをフィリピン各地で行っ

ている福音伝道活動に用いています。 

 

 

 

ジョン・バチガルポ 

日本フォースクエア福音教団 

ホープチャペル沖縄 

私達は 《中略》～力が私達

には無いという事を知りつつ

も、フィリピンにおける神様

の働きを開始しました。私達

が初めから知っていた事

は、私達にも何かが出来る

という事だけでした。 
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私達のこれからの計画には五つ目のホ

ープチャペルをミンダナオに今年開拓す

る事が含まれています。私達はこの機会

にとてもわくわくしています。というのはミン

ダナオに多くのイスラム教徒がいるので、

大いなる知らせとイエス・キリストの福音が

語られるべき確かな必要があるからです。 

私達が見返りとして受ける大きな祝福の

一つは、フィリピン宣教旅行として年に一

回フィリピンに行けるという事です。毎回の

旅行でフィリピンの兄弟姉妹がどれほど機

知に富んでいるか、そして私達の小さな贈

り物を彼らがどれほど喜んで受け取ってい

るか、という事を実際に見ていつも驚かさ

れています。各地を訪れる中で多くの人々

と話をしますが、これほどに人口の多くが

貧窮化しているにもかかわらず、彼らが主

への大きな希望と愛を持っている事を目の

当たりにして身が引き締まる思いです。フ

ィリピンの人々は私達が彼らを助ける為に

来て、私達が物を与えていると思っていま

す。しかし、彼らこそが私達に多くの希望

を与えている事、そして彼らの愛と思いや

り、そして主への燃える思いを見て私達が

どれほど感動しているか、彼らには想像も

つかない事でしょう。私達はこれまでの訪

問を通して大きな祝福を受けています。 

 

ホープチャペル沖縄はどう誇張しても決

して大きな教会ではありません。私達の教

会は大人 50 名程、子ども 25 人程で構成

されています。私達のような小さな教会が

出来る事に対して、大きな教会に違う事が

要求されている事は無いでしょう。必要な

のは大きな心、そして神様に対する完全

な信頼と信仰を持つ事です。 

私達ホープチャペルは、何でもできると

いうような資源や力が私達には無いという

事を知りつつも、フィリピンにおける神様の

働きを開始しました。私達が初めから知っ

ていた事は、私達にも何かが出来るという

事だけでした。神様のみ言葉と愛の恵み

を出来るだけ多くの人々に届けるという特

権を与えられ、私達はとても祝福されてい

ます。これまでの間、神様からの大いなる

祝福をうけて私達は喜びで溢れています。 

《ジョン・バチガルポ》 
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外務省の定義によれば「アジア」は、東

アジアや東南アジア、南アジアの一部も指

しますが、国連の定義によるとその範囲は

さらに西アジアの中東にまで及びます。そ

こで今回は、日本からは少し遠い中東に

あるイスラエルとの連なりについてお話し

たいと思います。私たちはB.F.P （ブリッジ

ス･オブ・ピース）を通して、イスラエルのエ

ルサレムとの関わりがあります。 

パウロは、ローマ書でユダヤ人から私た

ち異邦人クリスチャンは霊的なものを豊か

に与えられたのだから、物質的なものをも

って彼らに奉仕することは義務であると語

っています。「彼らは確かに喜んでそれを

したのですが、同時にまた、その人々に対

してはその義務があるのです。異邦人は

霊的なことでは、その人々からもらいもの

をしたのですから、物質的な物をもって彼

らに奉仕すべきです。」ローマ書 15 章 27

節――   このみことばにあるように、私

たち異邦人クリスチャンは、ユダヤ民族を

通して「聖書」と「救い主」という霊的な素晴

らしい祝福を受け取ることができました。そ

こで現在、私たちがこのみことばを具体的

に実践するために、B.F.P を通して、イスラ

エルのユダヤ人に対して支援を行ってい

ます。具体的には次のような支援活動に

参加してきました。 

 

■1．「タウンサポート」 

この支援は B.F.P を通してイスラエルに

住む貧しいユダヤ人に対して行われてい

ます。特に財政難に苦しむ、北はガリラヤ

地方から南はネゲブ砂漠までの 18の町々

に食料配布や公共施設の建設のための

支援を行っています。私たちの教会のタウ

ンサポートは、エルサレム市に対してなさ

れています。特にB.F.Pは、福祉の隙間に

落ちてしまいかねない人々を長年にわた

って援助してきました。現在エルサレムで

タウンサポート支援を受けているのは80世

帯で、ホロコースト生存者や新移民、一人

親家庭など最も貧困で苦しんでいる世帯

に対してなされています。私たちの教会の

タウンサポートは今年で 15年目を迎えまし

た。 

 

■2．里親プログラム 

様々なサポートの中には、個人的にユ

ダヤ人を支えるプログラムもあります。その

津坂良夫 

日本ベテルミッション 代表 

福生ベテル教会 

福祉の隙間に落ちてしまい

かねない人々を長年にわた

って援助して… 
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ひとつが「里親プログラム」です。このサポ

ートはイスラエルに移住したばかりの新移

民がヘブライ語習得や職業訓練に集中し、

就職して自立できるようになるまで、生活

必需品や食料を 1 年間支援する働きです。

今回日本ベテルミッションでは、イスラエル

ツアーを主催し、そのツアーの中で、エル

サレムにあるフードバンクを訪問した際、あ

る里親の方と支援者の方が面会すること

が出来ました。（写真の方々は、支援者で

あった工藤先生と新移民の青年です） 

 

■3．「老人ホーム訪問」 

そのツアーの中、私たちは、B.F.P がサ

ポートしている「老人ホーム」に訪問をする

機会が与えられました。1 時間という短時

間の訪問でしたが、私たちは、老人ホーム

に入居している方々との交流の時を持つ

ことができました。私たちがイスラエルの国

歌のハクティバをフルートの音色に合わせ

てヘブル語で歌うと、利用者の方々が今

度はマイクを持ってヘブル語で得意の歌

を歌ってくださいました。又私たちは日本

の童謡「ふるさと」に合わせてリハビリ体操

を皆さんと一緒にすることもできました。又

ゴスペルフラを踊るプログラムも加えられ、

約 1時間の交流の時を持つことができまし

た。利用者の方々にはユダヤ人だけでな

くアラブ人もいらっしゃって、良い交流の

時であったと思います。この様な交流が少

しでもユダヤ人の方々への祝福となり、クリ

スチャンとユダヤ人の理解が深められ、和

解に結びつくことを願っています。 

《津坂良夫》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし、聖霊があなたがたの上に臨まれ

るとき、あなたがたは力を受けます。そして、

エルサレム、ユダヤとサマリヤの全土、お

よび地の果てにまで、わたしの証人となり

ます。使徒 1:8 

聖霊様を歓迎し、終末の時代の世界宣

教を考えるとき、アジアに連なる日本の令

和の使命は大きいのです。人口増加の一

途をたどる中国は、2030 年までにさらにク

リスチャンが 30 億も増加すると予測されて

います。しかし、昨年クリスマス廃止運動

や、教会の十字架撤去など締め付けも厳

しくなりつつあります。教団教会の中国宣

榮義之 

日本ペンテコステ教団 代表 

生駒聖書学院 

伝道師夫妻が､フィリピンマ

ニラでの賛美集会ゲストに

招かれ活躍。 《中略》 こ

れからも大きく展開していく

ことになります。 
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教への取り組み、北朝鮮脱北運動など、

書きたいことはたくさんありますが。宣教に

取り組んでいることをお祈りください。 

4 月は伝道師夫妻が､フィリピンマニラで

の賛美集会ゲストに招かれ活躍。継続し

て生駒聖書学院神学生も加わり、これから

も大きく展開していくことになります。マレ

ーシアからの賛美チーム。台湾からのグル

ープ等、アジアとの交流も盛んになります。 

具体的方策はまだないけれども、宣教

師を送り出すよう祈っています。 

《栄義之》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、ヨイド純福音教会は、世界 60 カ

国に 700 人の宣教師を派遣して純福音の

五重の福音と三重の祝福、福音と聖霊の

働きを伝えています。また、世界各地で神

学校を設立し、多くの教役者を輩出してき

ましたが、その数は優に 2,000 人を超えま

す。その数の半数はアジアが占め、わが

日本から、また名を伏せて宣教に励んで

いる第三国の宣教師まで様々です。 

 

1964 年、趙ヨンギ牧師が初めて米国で

福音を伝えたことをきっかけに、ヨイド教会

の海外宣教が始まりました。1975年 4月に

は、純福音宣教会が設立され、海外宣教

が本格化します。その中で 1978 年には日

本宣教会が発足し、福音不毛の地といわ

れた日本を抱いて祈る「日本 1 千万救霊

運動」が始まりました。  

ヨイド純福音教会の最初のアジア宣教

は、1974 年、故崔子實牧師の日本宣教か

ら始まりました。東京で捧げられた家庭礼

拝が純福音東京教会のルーツになります。

1976 年には、大阪に純福音亜細亜宣教

会日本地区連合会を組織、1978 年には

神戸に純福音亜細亜地区連合会が結成

されます。同年、趙牧師は、アジア地区の

牧師たちが集う、全アジア教会指導者セミ

ナーを開きます。また1977年、78年には、

趙牧師、崔牧師が東京で聖会を導きまし

た。80 年代に入ると趙牧師は、日本全国

で聖会を開きます。1982 年には、日本一

千万救霊のための教役者セミナーと、第

一回訪韓信徒大会が始まります。 

1986 年には、アジア全域を対象とした

志垣重政 

フルゴスペル(純福音)日本総会 総会長 

東京純福音教会 

21 世紀は、アジアが世界宣

教を主導する時代となりま

す。」「アジアでリバイバルを

している教会は、聖霊運動

を主導している教会です。 
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聖徒たちが韓国を訪問して純福音の聖霊

運動を直接体験するアジア信徒訪韓大聖

会が始まり、現在その数は 5000 名にまで

膨らんでいます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヨイド教会の宣教は、1993 年、第 20 回

世界宣教大会を境に、既存のアメリカとヨ

ーロッパを中心とした宣教から、第三世界

先住民宣教に方向を転換しました。そして

その働きの中心は、アジアへと移行してい

ます。 

現主管牧師李ヨンフン牧師は、これから

のアジア宣教の活性化を願い、アジア地

域各国のリーダー的牧師たちを中心とし

て、2013 年香港でアジアリーダーズサミッ

ト（ALS）を組織、毎年各国でアジア宣教に

関する意見交換と協力を持つミーティング

開催しています。メンバーには、李ヨンフン

牧師を代表とし、エドモンド・テアー師（香

港 ICA）、クマル師（インドカルバリチャペ

ル）、オバジャ師（インドネシア GBI）、アル

ピン師（インドネシアROCK MINISTORY）、

エレミヤ師（マレーシアＮＥＷ ＬＩＦＥ ＣＨ

ＵＲＣＨ）、ボンセント・レオ師（マレーシア・

グレイドタイティンＡＯＧ教会）、エドモンド・

チェン師（シンガポールＣＥＧＣ）、金ジョン

ソク師（光臨教会）、韓ギッチェ師（中央ホ

ーリネス教会）、高ミョンジン師（水原中央

バプテスト教会）、朴ソンミン師（韓国ＣＣ

Ｃ）、そして日本からは、細井眞師（ＪＰＮ代

表）、志垣重政師（純福音東京教会）がボ

ードメンバーとして加わっています。 

また李ヨンフン牧師は、一昨年台湾台

北で開催されたＡＬＳのミーティングを終え、

現地のキリスト教メディアへのインタヴュー

で、このように語りました。「19 世紀、世界

の宣教はイギリスを中心として行われ、20

世紀はアメリカ中心でした。しかし 21 世紀

は、アジアが世界宣教を主導する時代と

なります。」「アジアでリバイバルをしている

教会は、聖霊運動を主導している教会で

す。聖霊運動をしている教会が、このよう

に集まり、アジアの福音化のために協力し、

祈ることができることを神様に感謝したいと

思います。」 

また今年の秋には、2013 年に香港で初

めて開かれ、今回、第七回目となる、ＡＬＳ

主催の、教職者セミナーが以下の予定で

開催されます。2019年 9月 17日（火）、純

福音東京教会で、18 日（水）新宿文化セ

ンターで。17日に関しては、参加条件があ

ります。また 18 日は、オープンですので、

どなたでもご参加いただけます。時間など

詳しくは、教団にお問い合わせください。 

《志垣重政》 

 

 

 

テーマ「アジアに連なる」 
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日本ペンテコステ協議会 前 書記 佐藤成紀 
 

「JPC(日本ペンテコステ協議会)雑感」 

2018 年 11 月 20 日（火）正午より、日本アッセンブリーズ・オ

ブ・ゴッド教団中央聖書神学校チャペルにて、日本ペンテコステ

協議会総会が開催されました。11 教団から計 18 名の出席があ

り、また細井眞 JPN代表のオブザーバー参加もありました。 

 

■JPC雑感 

 

寺田文雄議長が挨拶をし、昼食後に各教団から近況報告がありました。JPC 副議長の永井信義師が

ディボーションを担当し、詩篇 103:1-5 から「神様を良いお方と信じ、語り続けること」の大切さが強調され

ました。前回議事録、2018 年度活動および会計報告について説明があり、満場一致で承認されました。

JPC から細井眞師を次期 JPN 常設委員として推薦した旨の報告もありました。続けて、JPC 新議長が土

屋潔師になったとの報告があり、その他役員には副議長に中見透師と永井信義師、書記に八束選也

師、会計に吉永豊師、監査に樋口章代師がそれぞれ選出されました。また、以下の 2019 年の活動計画

について確認がありました。 

 

■日本ペンテコステ協議会研修会 

日 時：2019年 6月 13日（木）10:30～16:00 

場 所：日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団 中央聖書神学校チャペル 

会 費：一人 3,000円 

礼拝説教・講演：李ヨンフン師 

テーマ：「アジアに連なる」 

 

■日本ペンテコステ協議会総会 

日 時：2019年 11月 21日（木）12:00～16:00 

場 所：日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団 中央聖書神学校チャペル 

 

2019 年度予算の諸項目について説明がなされた後、2019 年度の計画と予算案は満場一致で承認さ

れました。 

その他、翌日の JPN 懇親会や 9 月に開催された PAM（ペンテコステ・アジア宣教会議）日本大会の報

告、さらに JPF カンファレンス、教会増殖セミナー、ペンテコステ世界大会等の案内もなされました。また、

いのちのことば社・根田祥一氏をお招きし、クリスチャンメディアに関する情報提供も受けました。最後に

祈りをもって、総会が終了しました。 
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■JPC規約 

 

 

 

 

1）本会は、名称を『日本ペンテコステ協議会』(Japan Pentecostal Council 略称 JPC)とする。 

2）事務局 

本協議会の事務局を日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団本部に置く。 

3）目的 

本協議会の目的は、日本におけるペンテコステ信仰の健全な成長と発展を促進するために、ペンテ 

コステの教団及び教団に準ずるグループの指導者・教職者間における交流を深め、情報交換及び相 

互理解を図り、教職研修を行うことにある。 

4）信仰宣言 

本協議会の構成員は、以下の信仰宣言を告白するものとする。 

1．わたしたちは、聖書が霊感された、唯一の誤りのない権威ある神の言葉であることを信じる。 

2．わたしたちは、父と子と聖霊の三位において永遠に存在される唯一の神を信じる。 

3．わたしたちは、わたしたちの主イエス・キリストの神性、処女降誕、罪のない生涯、奇跡、十字架の 

血による代償的贖罪的犠牲、肉体をもっての復活、父の右の座への高挙、また、力と栄光の中での 

再臨を信じる。 

4．わたしたちは、失われた罪人のためには、みことばと聖霊による新生が不可欠であると信じる。 

5．わたしたちは、異言の証拠を伴う聖霊のバプテスマを信じる。 

6．わたしたちは、聖霊の今日的働きによる肉体の癒し、および種々の聖霊の賜物を信じる。 

7．わたしたちは、聖霊の内在によって清い敬虔な生活が可能となることを信じる。 

8．わたしたちは、わたしたちの主イエス・キリストにおける信者の霊的一致を信じる。 

9．わたしたちは、聖徒の復活、失われた者の審判、新天新地を信じる。 

5）活動 

定期的に会議を開催し、各教団及びグループの指導者・教職者間の交流、意見・情報の交換、研修 

その他必要な活動を行う。広報誌と機関誌を発行する。 

6）総会 

本協議会は最高議決機関として総会を置く。総会は、加盟教団にそれぞれの教会数に応じて割り当 

てられた数の代議員によって構成する。 

50教会以下 代議員 1名  51～ 100教会 代議員 2名  101教会以上 代議員 3名 

7）役員 

本協議会に議長、副議長、書記、会計を置き、その任期を 3年とする。役員会は議長によって召集さ 

れ、定期的に開催する。 

8）監事 

本協議会に監事を置き、その任期は役員の任期に準ずる。 

9）経費 

本協議会の経費は、加入団体の負担とする。 

10）附則 

本規約は、1998年 5月 29日より実施する。この規約の変更は総会の議決を経て実施する。 

本規約は、2003年 3月 25日および 2014年 11月 27日に改正された。 
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■2018年度会計決算報告書 

　　 項　　　目 　　予　算      決　算 備　考 　　 項　　　目 　　予　算    決　算 備　考

協　　力　　金 540,000 560,000 総　　　　会 40,000 43,395

一　般　献　金 100,000 50,000 役員　活動費 190,000 148,710

研修会礼拝献金 80,000 63,300 研　　修　　会 240,000 171,335

研修会　会費 180,000 131,000 ＪＰＮ 年会費 65,000 40,000

ＪＰＮ　 年会費 65,000 40,000 JPN協力献金 30,000 30,000

JPN協力献金 30,000 30,000 PWF　負担金 60,000 59,615 500米ドル+送料

雑　　 収 　　入 5 PAM　負担金 60,000 56,800 500米ドル

JPCニュース 115,000 106,480

新  聞  広  告 70,000 72,360

事　務　諸　費 20,000 10,000

PWC参加積立 50,000 50,000

予　　備　　費 55,000

     小       計 995,000 874,305      小       計 995,000 788,695

  前年度繰越金 751,982 751,982   次年度繰越金 751,982 837,592

　　 合       計 1,746,982 1,626,287      合       計 1,746,982 1,626,287

＜協力金納入団体＞

神の家族キリスト教会 40,000 2017・18  〈PWC参加積立〉

単立ペンテコステ教会フェローシップ       50,000 2018 ２０１7年度 50,000円

日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団 150,000 2018 ２０１８年度 50,000円

日本チャーチオブゴッド教団　　　       　 50,000 2018 小計 100,000円

イエス・キリスト福音の群 20,000 2018

日本ネクスト・タウンズ・ミッション 20,000 2018

日本フォースクエア福音教団 40,000 2018  〈残金総額〉

シオン宣教団 30,000 2018 会計残 837,592円

日本オープン・バイブル教団 40,000 2018 積立金 100,000円

日本ベテルミッション 20,000 2018 合計 937,592円

日本ペンテコステ教団 30,000 2018

サンビ教団 20,000 2018

フルゴスペル（純福音）日本総会 50,000 2018

【ゆうちょ銀行】加入者名：J.P.C　口座番号：00150-6-99177

　  　2017年11月1日～2018年10月31日

収  入  の  部 支  出  の  部

＜協力金・献金等の振替口座＞
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■日本ペンテコステ協議会 加盟団体一覧 (50音順) 

イエス・キリスト福音の群 代表 永井信義

〒９８１－３６０４　宮城県黒川郡大衡村ゴスペルタウン　東北中央教会

ＴＥＬ　０２２－３４５－２９９１ 　kakudai@ruby.ocn.ne.jp

神の家族キリスト教会 代表 水野明廣

〒４６４－００９４　愛知県名古屋市千種区赤坂町４－６４　クリスチャンライフ

ＴＥＬ　０５２－７２１－７８３１ 　info@christian-life.jp

サンビ教団 代表 辻　秀彦

〒７３０－０８１２　広島県広島市中区加古町１４－８　ジーザスフェローシップ広島

ＴＥＬ　０８２－２４１－８９５７ 　jfhkakomachi@yahoo.co.jp

シオン宣教団 代表 安達隆夫

〒９２０－０８１６　石川県金沢市山の上町２６－４８　金沢グレイスチャペル

ＴＥＬ　０７６－２５３－１７９０ 　joshua1992shingo@icloud.com

単立ペンテコステ教会フェローシップ 議長 小山大三

〒５０９－０１４１　岐阜県各務原市鵜沼各務原町４－４０６－１１　岐阜純福音教会

ＴＥＬ　０５８－３８５－０６７０ 　mail@gifujun.com

日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団 理事長 土屋　潔

〒１７０－０００３　東京都豊島区駒込３－１５－２０

ＴＥＬ　０３－３９１８－５９３５ 　japanaog@ag-j.or.jp

日本オープンバイブル教団 代表 菅原　亘

〒６５３－０８４５　兵庫県神戸市長田区戸崎通３－９－１２　神戸キリスト栄光教会

ＴＥＬ　０７８－６１２－５５１１ 　(denen-chapel@mpd.biglobe.ne.jp 山口)

日本チャーチオブゴッド教団 監督 八束選也

〒１４６－００９３　東京都大田区矢口２－１－１８　東京ライトハウスチャーチ

ＴＥＬ　０３－３７５８－１６２５ 　eriya@cog.jp

日本ネクスト・タウンズ・ミッション 代表 岩井繁信

〒５１３－００３５　三重県鈴鹿市矢橋町４７１－２　鈴鹿キリスト福音教会

ＴＥＬ　０５９－３８３－５１４５ 　elim@mecha.ne.jp

日本フォースクエア福音教団 総理 大城けい子

〒３５９－１１２５　埼玉県所沢市南住吉１０－８　教団本部

ＴＥＬ　０４－２９２３－１８５８ 　https://www.japan-foursquare.jp/form.html

日本ベテルミッション 代表 津坂良夫

〒１９７－０００３　東京都福生市熊川１１０１　福生ベテル教会

ＴＥＬ　０４２－５５１－１３２７ 　fussabethel@gmail.com

日本ペンテコステ教団 代表 榮　義之

〒６３０－０２４３　奈良県生駒市俵口町９５１　生駒聖書学院

ＴＥＬ　０７４３－７４－７６２２ 　elimyoshi@kcn.jp

フルゴスペル（純福音）日本総会 総会長 志垣重政

〒１６０－００２１　東京都新宿区歌舞伎町２丁目２－１９　純福音東京教会

ＴＥＬ　０３－３２３２－０６６７ 　（m.senoo1001@gmail.com 妹尾）
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日本ペンテコステ協議会 
《事務局》 

日本アッセンブリーズ・オブ・ゴッド教団 本部内 
〒170-0003 東京都豊島区駒込 3-15-20 
TEL.03-3918-5935  FAX.03-3918-0474 

 


